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「
北
山
」
は
落
合
町
阿
部
に
あ
る

小
字
地
名
の
一
つ
で
、
高
梁
川
の
支

流
、成
羽
川
の
左
岸
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
北
山
地
区
の
南
に
広
が
る

平
地
は
、
成
羽
川
の
氾
濫
原
（
河
成

段
丘
）
で
、
商
工
業
地
域
に
な
っ
て

い
ま
す
。こ
の
段
丘
面
は
過
去
に 
河 か

 
床 
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
今
の
国
道
三

し
ょ
う

一
三
号
の
通
る
線
が
斜
面
と
平
地

の
境
と
な
っ
て
い
て
、
北
は
花
崗
岩

で
で
き
た
老
年
期
の
準
平
原
化
し

た
吉
備
高
原
の
山
で
東
の
稲
荷
山

（
四
一
八
�
）
の 
山  
塊 
が
西
へ
延
び

さ
ん 
か
い

て
阿
部
の
「
北
山
」（
三
三
二
�
）
の

山
地
と
な
り
ま
す
。
こ
の
山
々
は
、

今
か
ら
二
〇
〇
万
年
か
ら
七
〇
〇

万
年
前
に
で
き
た
（
新
生
代
第
三

紀
）
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
南
側
斜
面

が
侵
食
さ
れ
、
成
羽
川
の
段
丘
面
へ

と
土
砂
を
流
し
て
で
き
た 
緩 
斜
面

か
ん

が
現
在
の
「
北
山
」
地
区
の 
字  
名 
を

あ
ざ 
め
い

も
つ
と
こ
ろ
で
、
多
く
の
集
落
が
見

ら
れ
る
地
域
な
の
で
す
。「
北
山
」

は
南
向
き
斜
面
で
日
当
た
り
も
よ

く
、古
く
か
ら
多
く
の
人
々
が
住
ん

で
い
た
ら
し
く
、
井
谷
川
か
ら
続

く
山
す
そ
に
は
弥
生
時
代
の
遺
跡

や
古
墳
時
代
の
石
棺
が
見
ら
れ
、

赤
羽
根
古
墳
群
や
北
山
古
墳
群
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
斜
面
は
、現
在「
北
山
」と
い

う
町
内
会
名
と
な
っ
て
い
て
戸
数

約
一
六
〇
戸
の
市
内
で
は
一
番
大

き
な
町
内
会
で
、
絶
好
の
住
宅
地

な
の
で
す
。東
は
近
似
や
、
高
梁
市

街
地
、西
は
井
谷
、才
原
、藤
倉
、境

谷
が
、
南
は
成
羽
川
の
対
岸
、
玉
川

町
神
崎
、
下
切
が
あ
り
ま
す
。北
の

吉
備
高
原
上
に
は
、
落
合
町
原
田

川
乱
、松
原
町
神
原
が
あ
り
ま
す
。

　

「
北
山
」
の
あ
る
落
合
町
阿
部
は

古
く
か
ら
発
達
し
て
い
て
、古
代
か

ら
中
世
に
か
け
て 
近  
似  
郷 
に
属

ち
か 
の
り 
ご
う

し
、
当
時
近
似
と
と
も
に
二
村
の

一
つ
が
落
合
で
し
た
。
近
世
に
な
っ

て
寛
永
備
中
国
絵
図
（
寛
永
一
〇

年
＝
一
六
三
八
）
に
は
山
崎
領
、
阿

部
村
高
七
二
六
石
余
と
な
っ
て
い

ま
す
。そ
の
後
の 
正 
し
ょ
う 
保 
郷
帳
（
一
六

ほ

四
五
〜
四
六
）
で
は
松
山
藩
領
と

な
り
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
ご

ろ
の
高
一
一
六
六
･
四
石
余
と
記

録
さ
れ
て
い
て
、
中
で
も
段
丘
面
と

「
北
山
」
斜
面
が
主
な
米
作
の
中
心

だ
っ
た
の
で
す
。
庄
屋
は
仲
田
徳
太

郎
だ
っ
た
（「
備
中 
村 
む
ら 

鑑 
」）
と
記
録

か
が
み

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
梁
川
対
岸
の
松
山
東

村
に
あ
っ
た
青
木
か
ら
渡
し
舟
で

渡
っ
た
成
羽
往
来
が
「
北
山
」
地
区

の
斜
面
の
す
そ
を
通
っ
て
い
ま
し

た
。
古
い
時
代
の
道
や
集
落
は
こ
の

斜
面
す
そ
に
あ
り
ま
し
た
。
段
丘

面
の
国
道
沿
い
に
市
場
の
集
落
が

あ
り
ま
す
が
、
近
世
に
な
っ
て
「
北

山
」
か
ら
下
の
市
場
に
移
り
住
ん

だ
家
も
多
く
、
江
戸
、
明
治
、
大
正

に
か
け
高
瀬
舟
で
舟
稼
ぎ
を
し
て

い
た
家
も
あ
り
ま
し
た
。

　

「
北
山
」
地
区
は
水
田
が
多
く
、

山
す
そ
の
池
か
ら
か
ん
が
い
用
水

を
利
用
し
て
棚
田
状
の
水
田
が
分

布
し
て
い
ま
す
。

　
 
産  
土  
神 
は
「
北
山
」
の
山
す
そ
に

う
ぶ 
す
な 
が
み

鎮
座
す
る
天
神
社
で
、
創
立
は
不

明
で
す
が
江
戸
時
代
の
初
め
原
田

の
久
保
に
あ
る
天
神
社
を
分
霊
し

て
勧
請
し
た
も
の
で
、
文
政
一
〇

年
（
一
八
二
七
）
の
手
洗
鉢
、
天
保

一
一
年
（
一
八
四
〇
）
銘
の
石
燈
ろ

う
な
ど
が
当
時
の
繁
栄
を
し
の
ば

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
山
の
中
腹
に

 
火  
之  
迦  
具 

ひ 

の 

か 

ぐ 
土 

つ
ち
の 

大  
神 
と
い
う
鎮
火
、

お
お 
か
み

防
火
の
神
を
祭
る
秋
葉
神
社
が
あ

っ
て
一
二
月
一
五
日
・
一
六
日
を

祭
日
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
信
仰

が
厚
く
、
阿
部
を
見
下
ろ
し
て
い
る

の
で
す
。
ま
た
、
旧
道
の
ほ
と
り
に

は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
銘
の
日

本
開
国
供
養
塔
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　

「
北
山
」
と
い
う
地
名
は
分
か
り

や
す
く
各
地
に
見
ら
れ
る
地
名
で

す
。何
か
基
準
（
中
心
）
に
な
る
場

所
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
東
･
西
･

南
･
北
な
ど
集
落
や
山
な
ど
の
方

角
や
位
置
を
示
す
た
め
に
付
け
ら

れ
た
地
名
で
「
北
山
」
は
「
阿
部
の

平
地
（
街
道
）
よ
り
見
て
北
に
あ
る

山
」
の
意
味
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

今
で
は
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
「
集
落

名
」
と
な
っ
た
地
名
の
例
で
方
位
地

名
の
一
つ
な
の
で
す
。

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

三
十
五　

北　

山

成羽川の対岸から「北山」を見る

「落合町阿部の段丘面と北山地区」（国土地理院２５,０００分の１「高梁」から）
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成 羽 図 書 館 ��２５８９

移動図書館 「 うぐいす号 」

市営星原住宅→ファミリーハイ
ツ星原→鶴鳴保育園→市営栄
町住宅→妙見町堀江宅横→雇
用促進住宅→黒川商店（日名
地区）→枝中央地区→成美保
育園

午　前
9：00～12：00

老人ホーム成羽川荘→成羽・
山本地区→小泉・東地区→布
寄小学校→中野・迫地区→吹
屋保育園→吹屋小学校→向井
商店（坂本地区）→田原保育園 

午　後
１３：00～1６：00

高梁中央図書館 ��２９１２

毎週木曜日の午後
１日�～１２日�，１５日�，２１日�，２９日�
※１日�～１２日�は、図書整理のため臨時休館します。

開館時間

　先生はうまく話せない。だ
から“たいせつなこと”しか
言わない。いじめ、自殺、虐
待。吃音の教師を通して答え
のない問題に向き合い、伝え
たい思いを描く感動作。

移動図書館

ちいさいこのへやちいさいこのへや　図書館２階 １４：３０から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

１４：１５～１５：１５

１５：４５～１６：４５

川上児童館前

備中地域局前１８日�
１４：４５～１５：３０

１６：２０～１６：５０

有漢生涯学習センター前

落合雇用促進住宅高梁宿舎前１９日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

玉川地域市民センター前

落合地域市民センター前

中国電力社宅前

松原地域市民センター前

２３日�

１０：３０～１１：００

１３：００～１３：３０

１４：３０～１５：００

１６：００～１６：３０

巨瀬地域市民センター前

中井地域市民センター前

宇治地域市民センター前

落合中二公会堂前

２６日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１３：３０

１４：００～１４：３０

津川地域市民センター前

高倉地域市民センター前

川面地域市民センター前
３０日�

一般書

青い鳥
重松清：著
新潮社

１０月９日（火）　１０月２３日（火）

　「つきのよる」という絵の
中にいるねずみたちは、おひ
さまを見たことがありませ
ん。「おひさまってどんなか
なあ」「そうだ！おひさま見
にいこうよ！」月の夜、森の
美術館で起こる不思議な物
語。

児童書

つきのよるのものがたり
かさいまり：作、黒井健：絵
ひさかたチャイルド

休館日

9：00～ 17：00

ビデオ「ジャックと豆の木」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

１３日�

こどもまつり（ボランティアグループ『ふきのとう』）２０日�

きりがみあそび「スタンドかいじゅう」２７日�

����月月

毎週月曜日休館日

開館時間 9：00～ 17：00

児童書

あぐり白寿の旅
吉行あぐり・吉行和子：著
集英社

　９９歳（白寿）にして「これからが私の
楽しい老後よ」。作家・吉行淳之介の母
あぐり。明治、大正、昭和、平成を生き
抜いてきた果てしない旅路…。９１歳を過
ぎてからの海外旅行のユニークなエピ
ソードなど、老若男女に元気をくれる書
き下ろしエッセイ。


